
６ＣＡ１０島田式クロスシャントプッシュプルアンプ ＡＲＩＴＯ＠伊吹南麓

CSPPという言葉は、50年以上前にﾗｼﾞｵ

技術誌に発表されたのがｵﾘｼﾞﾅﾙで、本機

の回路こそが狭義のCSPPｱﾝﾌﾟです。 ﾏｯｷﾝ

ﾄｯｼｭﾀｲﾌﾟはﾌﾟｯｼｭﾌﾟﾙﾍﾟｱのﾌﾟﾚｰﾄとｶｿｰﾄﾞを

ﾊﾞｲﾌｧｲﾗｰ巻きによって結合させています

が、島田式は電解ｺﾝﾃﾞﾝｻによって結合させ

ています。 即ち電解ｺﾝﾃﾞﾝｻはﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞ電

源の機能を持っており、これを実際のﾌﾛｰ

ﾃｨﾝｸﾞ電源に置き換えるとｻｰｸﾛﾄﾛﾝになりま

す。 つまり、これら3種のｱﾝﾌﾟは交流的に

は全く同じｱﾝﾌﾟなのです。 本機はﾌﾟﾚｰﾄ側

とｶｿｰﾄﾞ側のOPTの二次側を切り替えること

でOPTの選択ができるようにしています。
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前川有人（滋賀県米原市）

アンプ部回路図

電源部回路図
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6CA10島田式CSPPｱﾝﾌﾟ 歪率特性 （Rch、8Ω負荷）
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6CA10島田式CSPPｱﾝﾌﾟ 周波数特性 （1V出力時、8Ω負荷）
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6CA10島田式CSPPｱﾝﾌﾟ ｸﾛｽﾄｰｸ特性 （8Ω負荷、1V出力時）
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